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はじめに 
 

本市は、「静岡市行財政改革推進大綱」及び「同実施計画」を平成 22 年 3 月に策

定しました。本市の行革は、「行政と民間の役割分担・協働による行政経営」を理

念とし、これに基づき、「新しい公共空間」における市民との協働による取組を市

政に適用することとしています。このような行革の取組を通じて、さらに市民満足

度の高い行政経営を目指そうとするものです。 

計画策定から現在までの２年間、全庁を挙げて行革に取り組み、市民との協働を

推進するとともに、経費節減や収入増の成果を挙げてきました。 

このような中、世界的な経済金融危機に加え、平成 23 年 3 月には福島第一原子

力発電所の事故を含む東日本大震災が発生し、国内外に大きな影響を与えました。

本市においても、来るべき東海地震への不安や、生活環境・食に対する放射能汚染

の不安などが市民生活を覆うなど、市を取り巻く環境が大きな変化を遂げています。 

これに対応するため、本市は平成 23 年 10 月に「まちみがき戦略推進プラン」を

策定し、市民の不安を安心に変える施策を重点的に推進することとしました。しか

しながら、依然として地方の財政状況が厳しい中にあっては、限られた経営資源の

より一層の選択と集中を図り、同プランを推進するための新たな財源を確保する必

要があります。 

そこで、ここに、「新しい公共経営」の手法も採り入れつつ新たな行革の取組を

盛り込んだ行財政改革推進大綱実施計画（追加版）を策定するものです。 

本市は、既存の実施計画と今般新たに策定した追加版に基づき、引き続き市民の

理解の下、行財政改革を推進してまいります。 

 

平成 24 年２月 

 

静岡市長  田 辺 信 宏 
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１ 実施計画【追加版】の概要 

 
（１）計画期間 

平成 24 年度～平成 26 年度（３年間） 

 

（２）効 果 額 

（千円） 

 24 年度 25 年度 26 年度 合  計 

節 減 額 1,624,653 1,956,652 1,637,944 5,219,249 

収入増額 369,223 160,618 160,618 690,459 

効果額計 1,993,876 2,117,270 1,798,562 5,909,708 

※平成 25,26 年度のさらなる行革の取組により、３年間で 80 億円の効果額を 

挙げることを最終目標とする。 

 

（３）追加版の特徴的な視点 

追加版では、既存の実施計画の考え方に加えて、特に以下の３つの視点に基づ

いて取り組むことに留意しています。 

 

【視点１】省エネ型社会の構築 

東日本大震災に伴う福島第一原発の事故を受けて本県の浜岡原発が運転を

停止したことにより、これまで以上に省エネ型社会への転換が求められていま

す。特に、懸念される電力の供給不足に対応するため、市も率先して省エネ対

策に取り組むべく、平成23年5月に省エネ推進本部を設置しました。市民の参

画も促しながら省エネ対策を進め、経営資源の有効活用を図っていきます。 

 

【視点２】ワーク・ライフ・バランスの推進 

ワーク・ライフ・バランスの実現は、本市の既存の行革の考え方にもある市

民活動の活性化と市民のまちづくりへの参画を促進するものです。そこで、市

職員が率先して地域活動などに参加することにより、市民活動がさらに活性化

しやすい環境を整えるため、職員のワーク・ライフ・バランスを推進します。 

 

【視点３】事務事業の見直しの徹底 

社会情勢が大きく変化する中にあっては、各事務事業のあるべき姿も常に変

化していきます。市民の信頼を得、税金を安心して信託してもらうため、事務

事業の不断の見直しを行い、税の無駄遣いの一掃と行政の透明化をさらに進め

ます。 
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（４）新たに採り入れた行財政改革の手法 ～静岡市版事業仕分け～ 

行革の一環として実施してきた内部での事務事業評価に加え、静岡市版事業仕

分けとして「さいこう静岡！ 静岡市事務事業市民評価会議」を実施し、さらな

る市民サービスの質の向上や経費節減を図ります。これは、市民や有識者など外

部目線を採り入れ、行政では気付きにくい視点から事務事業を評価し、見直して

いくものです。さらに、職員が事務事業の目的や費用対効果等を再確認し、それ

らを市民に分かりやすく伝えることで、説明能力の向上など意識改革を進めます。 

・実 施 年 度 平成23～25年度（26年度は、３年間の結果を踏まえ検討） 

・評価会議の体制 コーディネーター（進行役）、有識者・公募市民による評価者で構

成する班を、評価対象事業数などに応じて、複数編成 

・評 価 方 法 等 全事務事業（市に実施が義務付けられた事業など評価の余地のない

ものを除く）を対象に、事業の要否、実施主体・方法・内容等の観

点から議論し、廃止、民間、改善等の区分で評価 

・評価結果の活用 評価結果及び議論の過程を参考に市の方向性案を示し、さらに議会

や関係機関の意見等も踏まえ最終的な方向性を決定し、予算に反映 

 

（５）現行の実施計画との関係 

行革大綱実施計画【追加版】 

（平成 24～26 年度） 

経費節減 約 52 億円 

収入増  約７億円 

【主な柱】 

事務事業の見直し・統廃合 

・静岡市版事業仕分け「さいこう静岡！ 事務事

業市民評価会議」の評価を踏まえた事業見直し 

・各局自ら主体的に目標を掲げての事業見直し 

公共事業等のコスト縮減 

・今後実施を予定している公共事業の内容や期間

の見直しによる将来コストの縮減 

・省エネ対策による公共施設維持管理コスト縮減 

総人件費の縮減 

・市長給与の削減、組織の統廃合等による管理職

ポストの削減 

・時間外勤務の縮減対策の推進 

 
＋ 

行革大綱実施計画【現 行】 

（平成 22～26 年度） 

経費節減 約 190 億円 

収入増  約 47 億円 

 

 

「まちみがき戦略推進プラン」 

登載事業の財源の一部に 



3 

２ 主要施策別の取組 
 

基本方針Ⅰ 役割分担による公共サービスの提供 

 

改革の方向１ 行政の事務事業領域の再構築と民間活力の活用 

（03）事務事業の見直し・統廃合 

№ 取組名 概   要 

事業ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

（年度）

３年間の 

効果額 

（千円） 24 25 26 

１ 事務事業等
の統廃合 

事務事業の目的や在り方を根本から見直し、

その統廃合を行う。 

◎ ◎ → 615,442 

２ 委託事業の
見直し 

現に民間に委託している事業について、その

仕様、単価等を再点検し、経費の節減を図る。 

◎ ◎ → 226,647 

３ 事務事業の
内容の見直
し 

サービスの対象者の見直し、各種審議会等の

委員の削減など事務事業の内容を改め、経費

の節減を図る。 

◎ → → 573,512 

４ その他の見
直し 

上記以外の取組を通じて、予算額の圧縮を図

る。 

◎ ◎ ◎ 1,411,031 

合    計 2,826,632 

 

（05）民間活力の活用 

№ 取組名 概   要 
事業ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ３年間の 

効果額 24 25 26 

５ 施設の民営
化 

これまで委託又は指定管理者により管理運営

されてきた施設等を市から切り離し、民営化

する。 

◎ → → 184,047 

合    計 184,047 

 

改革の方向２ 適切な役割分担、受益と負担の明確化 

（06）適切な受益者負担の観点による使用料等の見直し 

№ 取組名 概   要 
事業ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ３年間の 

効果額 24 25 26 

６ 使用料の見
直し 

公の施設の使用料を、受益者の適正な負担の

観点から見直す。 

◎ → → 188,938 

合    計 188,938 
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基本方針Ⅱ 経営資源の有効活用 

 

改革の方向４ 職員配置・給与の適正化 

（10）給与制度の継続的な改革 

№ 取組名 概   要 
事業ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ３年間の 

効果額 24 25 26 

７ 総人件費の
縮減 

市長給与の削減、職員の時間外勤務の縮減等

を通じて、総人件費の縮減を図る。 

◎ ◎ ◎ 718,530 

合    計 718,530 

 

改革の方向５ 人材育成と人材活用 

（12）多様な人材の確保・活用 

№ 取組名 概   要 
事業ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ３年間の 

効果額 24 25 26 

８ 職員のワー
ク・ライ
フ・バラン
スの推進 

仕事のやり方等を磨き上げ時間外を縮減する

ことにより、職員の活力の向上を図るため、

「静岡市職員『仕事みがき方針 2011』（時間

外勤務等縮減対策）」を策定し、全庁挙げてこ

れに取り組む。 

◎ ◎ ◎ － 

合    計 － 

 

改革の方向６ 健全な財政運営 

（15）自主財源の確保 

№ 取組名 概   要 
事業ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ３年間の 

効果額 24 25 26 

９ 広告事業の
拡大 

印刷物への民間広告の掲載を拡充し、新たな

収入を確保する。 

◎ → → 3,780 

10 財産等の貸
付・売払 

行政財産の効率的な貸付やインターネットを

通じた不用品売却を通じて、新たな収入を確

保する。 

◎ → → 17,637 

11 市債管理基
金の運用 

市場公募債の元金償還に充てるため、積立て

た市債管理基金を確実かつ有効な債権等によ

り運用することにより、公債利子の一般財源

負担の抑制を図る。 

◎ → → 31,872 

合    計 53,289 

 

（16）補助金等の見直し 

№ 取組名 概   要 
事業ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ３年間の 

効果額 24 25 26 

12 補助金等の
見直し 

必要性・効果等を確認の上、整理・統合、終

期設定等により、廃止・縮減の取組を進める。 

◎ → → 71,307 

合    計 71,307 
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（17）公共事業等のコスト縮減 

№ 取組名 概   要 
事業ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ３年間の 

効果額 24 25 26 

13 第２次総合
計画実施計
画登載事業
の見直し 

第２次総合計画実施計画登載事業の計画内容

や実施期間等を見直し、経費の節減を図る。 

◎ ◎ ◎ 1,802,855 

14 省エネ推進
本部の設置
及び省エネ
推進 

平成 23 年５月に設置した省エネ推進本部（本

部長：副市長）をけん引役として、全庁一丸

となって省エネに取り組み、経費節減を図る。 

◎ ◎ ◎ 64,110 

合    計 1,866,965 

 



（千円）

24 25 26(年度) 合計

1,624,653 1,956,652 1,637,944 5,219,249

24 25 26 合計

829,079 866,598 866,770 2,562,447

767,730 805,249 805,421 2,378,400

128,931 132,607 132,607 394,145
職員ＶＤＴ検査の廃止 900 900 900 2,700
生活設計講演会のくらしの１日講座への統合 60 60 60 180
男女共同参画講座の統廃合 123 123 123 369
キッズISOプログラムの廃止 882 882 882 2,646
がん対策推進事業 33,402 33,402 33,402 100,206
新幹線停車本数増加推進事業の廃止 135 135 135 405
清水駅西口駐車場の廃止 2-14 13,555 13,555 13,555 40,665

24

- - -

合計

25 26

収入増額

３　各事務事業の取組及び財政効果一覧

合計

節減額計 収入増額計

全事業合計

事業
仕分け

24 25

節減額

26(年度)

- -

-
- - - -

-

- -

--
- - - -

-
- - - -

220,000- -

-

160,618 160,618 690,459369,223

75,645 75,645

221,297 221,297

220,000

296,942

事業名

-

改革の方向１　行政の事務事業領域の再構築と民間活力の活用

(03) 事務事業の見直し・統廃合

１　事務事業等の統廃合

448,232

296,942 75,645 75,645 448,232

13,555 13,555 13,555 40,665
視聴覚センターの廃止 76,053 68,170 68,170 212,393
海洋活動センターの廃止 2-3 1,557 13,116 13,116 27,789
母子家庭及び寡婦自立促進対策事業の廃止 3-8 2,264 2,264 2,264 6,792

39,629 93,509 93,509 226,647
ごみ収集方法の見直し（古紙類行政回収） 3-14 20,170 67,170 67,170 154,510
ごみ収集方法の見直し（白色ﾄﾚｲ･紙ﾊﾟｯｸ収集運搬） 3-15 - 6,880 6,880 13,760
ひとり暮らし老人食事サービス事業の見直し 19,059 19,059 19,059 57,177
職員採用試験の評定業務委託の廃止 400 400 400 1,200

116,003 115,287 115,287 346,577
業務改善提案制度に係る褒賞金等の見直し 模擬 200 200 200 600
県技術派遣職員等負担金の減 1,000 1,000 1,000 3,000
市職員互助会交付金の見直し 3,119 3,119 3,119 9,357
土地開発公社業務見直しに伴う負担金の削減 2,000 2,000 2,000 6,000
広報紙印刷単価・頁数及び市政広報番組制作の本数見直し 1-3 21,614 20,898 20,898 63,410
市税関係例規集の作成部数削減 37 37 37 111
市民税データエントリー業務に係る委託単価削減 1,323 1,323 1,323 3,969
特別徴収当初賦課事務資料整理補助派遣に係る委託単価削減 1,705 1,705 1,705 5,115
交通指導員に支給する制服の使用期限の延長 900 900 900 2,700
犯罪等に強いまちづくり推進審議会委員の１名削減 23 23 23 69
区政概要の電子化に伴う冊子の廃止 271 271 271 813
市民相談事業の相談枠縮減 84 84 84 252
男女共同参画に関する専門相談委員会の回数の見直し 144 144 144 432
男女共同参画カウンセリング講座の回数の見直し 67 67 67 201
男女共同参画審議会報酬対象者の１名削減 46 46 46 138
施策苦情審議報酬対象者の１名削減 12 12 12 36
渡船事業の見直し 490 490 490 1,470
文化活動促進事業の回数減 2-1 700 700 700 2,100
生涯学習情報システムの見直し 2-15 3,430 3,430 3,430 10,290

-- -
- - -

- - - -
-
-

- - --
- -
- - -

-

-

- -

-

- - -
- - - -

-

- - - -

- -

-

- -

- - - -
- -
- -

- - - -

-
-

-
-

-

-

--
-

- -

-

- -

226,935

-

75,645

-

-

-

220,000

-
-

- -

75,645 75,645

-

-

-

-

- -

- -

- -

-

-
-

- -

220,000
1,297 - -

-

- -２　委託事業の見直し

３　事務事業の内容の見直し

1,297
-

- - - -

--
-

-

- -
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24 25 26 合計 24 25 26

収入増額

合計

事業
仕分け

節減額
事業名

重度障害者生活訓練ホームの障害福祉サービス事業所への移行 - - - -
敬老祝金の見直し（80歳、90歳の支給廃止） 53,638 53,638 53,638 160,914
青少年国際親善交流事業の見直し（海外派遣の廃止） 1-2 4,001 4,001 4,001 12,003
「ホビーのまち静岡」推進事業の見直し 1,777 1,777 1,777 5,331
コンベンション・シティ推進事業負担金の見直し 1,860 1,860 1,860 5,580
「お茶のまち静岡」推進事業の見直し 280 280 280 840
「お茶の日記念イベント」の見直し 500 500 500 1,500
農道台帳作成業務等の見直し 6,360 6,360 6,360 19,080
楢尾青少年の家管理料の見直し 2-5 2,365 2,365 2,365 7,095
和田島少年自然の家野外活動事業の見直し 76 76 76 228
地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業の見直し 2-7 838 838 838 2,514
ひとりぐらし高齢者等緊急通報体制整備事業の単価等見直し 1-6 2,429 2,429 2,429 7,287
蜂捕獲業務の駆除対象縮小 3-9 945 945 945 2,835
衛生害虫相談業務の見直し（不快害虫駆除業務廃止） 3-10 260 260 260 780

483,167 463,846 464,018 1,411,031
その他の見直し 483,167 463,846 464,018 1,411,031

61,349 61,349 61,349 184,047

61,349 61,349 61,349 184,047
ワーク春日の民営化 21,692 21,692 21,692 65,076
しずチカ情報ポケット等管理運営事業の民営化 1-15 39,657 39,657 39,657 118,971

- - - -

- - - -
- - - -

-

-

-

-

-
-

- - -

-
-

-

- -
75,645

-
-

67,210

-

-

-

-

188,938

-

-

-
-

- - - -

-
- -

-

-

-

- -
- - -

-

-

-

- -

54,518

--
-

- -

75,645

-

(05) 民間活力の活用

５　施設の民営化

改革の方向２　適切な役割分担、受益と負担の明確化

75,645

-

４　その他の見直し

226,935

67,210

-

-

-

-

-

- - -
- --

-

-

-

-

-

-

- - - -

- - - -

- - - -
日本平動物園駐車場料金の見直し - - - -
道路占用料金（ガス管等）の改定 - - - -

159,510 239,510 319,510 718,530

159,510 239,510 319,510 718,530

159,510 239,510 319,510 718,530
市長給与の削減、組織の統廃合による職員の適正配置、時間外勤務の縮減 159,510 239,510 319,510 718,530

- - - -

- - - -

- - - -
職員のワーク・ライフ・バランスの推進 - - - -

636,064 850,544 451,664 1,938,272

- - - -

- - - -
広報しずおか広告掲載号の拡大 - - - -

- - - -
清水庁舎自動販売機設置料見直し - - - -
インターネットを利用した不用物品売却 - - - -
機密文書の処理方法見直し - - - -
消防施設の自動販売機設置料金の見直し - - - -

- - - -
市債管理基金の運用 - - - -

23,889 23,529 23,889 71,307

10,624 10,624 10,624 31,872
10,624 10,624 10,624 31,872

67,210

10,413

840

86,600

67,210

54,518 67,210 67,210

188,938

67,210 188,938

280

37,210

3,780

37,210

1,260

26,600

6,219
5,879 5,879

-

2,073 2,073 2,073

165

-

30,000

280 280

1,260

55 55 55

1,260

-
30,000

54,518

3,471

-

54,518

27,918

改革の方向２　適切な役割分担、受益と負担の明確化

改革の方向５　人材育成と人材活用

(06) 適切な受益者負担の観点による使用料等の見直し

-

-(12) 多様な人材の確保・活用

８　職員のワーク・ライフ・バランスの推進

改革の方向６　健全な財政運営

６　使用料の見直し

改革の方向４　職員配置・給与の適正化

(10) 給与制度の継続的な改革

７　総人件費の縮減

(16) 補助金等の見直し

(15) 自主財源の確保

９　広告事業の拡大

10　財産等の貸付・売払

11　市債管理基金の運用

102,338

67,210

-

- - - -

-

188,938

- -

- -
- - - -

-

- -

- - - -

-

- - -
17,763 17,763 17,763 53,289

-

3,471

17,763 17,763 17,763 53,289

1,260 1,260 1,260 3,780

3,471

5,879 17,637

- - - -
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24 25 26 合計 24 25 26

収入増額

合計

事業
仕分け

節減額
事業名

芸術文化活動発表会等参加補助金（社会人への補助廃止） 2-2 400 400 400 1,200
文化振興事業補助金（こどもミュージカルの補助対象見直し） 4,862 4,862 4,862 14,586
各種目別全国大会出場補助金（一般補助廃止、団体上限設定） 2-16 3,000 3,000 3,000 9,000
市体育協会補助金（加盟団体への補助対象見直し） 3,039 3,039 3,039 9,117
市高校野球大会補助金（招待試合の廃止） 652 652 652 1,956
フォッサ・サッカーのまち市民協議会補助金（補助対象事業見直し） 120 120 120 360
草サッカー大会実行委員会補助金（定額補助金の減額） 554 554 554 1,662
花き市場文化教育事業費補助金（廃止） 365 365 365 1,095
中小企業支援センター事業費補助金（廃止） 127 127 127 381
履物宣伝事業補助金（定額補助金の減額） 50 50 50 150
サンダル見本市開催補助金（定額補助金の減額） 50 50 50 150
鏡台家具宣伝事業補助金（定額補助金の減額） 168 168 168 504
静岡みこし祭り開催補助金（定額補助金の減額） 155 155 155 465
ふじのくに販路開拓展開催補助金（定額補助金の減額） 10 10 10 30
静岡優良ツキ板展示大会開催補助金（定額補助金の減額） 100 100 100 300
静岡伝統産業工芸展開催補助金（定額補助金の減額） 50 50 50 150
仏壇展示会開催補助金（定額補助金の減額） 21 21 21 63
駿河家具展示会開催補助金（定額補助金の減額） 22 22 22 66
静岡木工機械展開催補助金（定額補助金の減額） 360 0 360 720
観光宣伝事業補助金の見直し 3,306 3,306 3,306 9,918
静岡観光コンベンション協会運営費補助金（勤務体制見直し） 1,304 1,304 1,304 3,912

- - -
- - - -
- - - -
- - - -
- - - -
- - - -
- - - -
- - - -
- - - -
- - - -
- - - -
- - - -
- - - -
- - - -

-

-

- - -

- - - -
-
- - - -

- - - -

- - --

-- -

- - -

-

観光案内所運営費補助金（勤務体制の見直し） 1,164 1,164 1,164 3,492
緑化奨励補助金（補助限度額引下げ、対象区域見直し） 3-1 3,200 3,200 3,200 9,600
緑化推進協議会補助金（事業統合） 3-2 510 510 510 1,530

612,175 827,015 427,775 1,866,965

590,859 805,645 406,351 1,802,855
第２次総合計画実施計画登載事業の見直し 590,859 805,645 406,351 1,802,855

21,316 21,370 21,424 64,110
入札による電力調達及び省エネ推進による光熱水費等削減 12,346 12,346 12,346 37,038
新設道路照明灯へのLED照明の採用 54 108 162 324
新日本坂トンネル（換気・照明など）の契約電気料見直し 5,516 5,516 5,516 16,548
消防関係光熱水費の削減 3,400 3,400 3,400 10,200

1,624,653 1,956,652 1,637,944 5,219,249

-

-
- -

- - - -

- - -

- - - -

- - - -

-
-

-
- -

合　　　　　　　　計

13　第２次総合計画実施計画登載事業の見直し

14　省エネ推進本部の設置及び省エネ推進

(17) 公共事業等のコスト縮減 - - -

- - - -

369,223 160,618 160,618 690,459

-

- - - -

- - -
-

- - - -

-
- - -
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静岡市行財政改革推進大綱実施計画【追加版】 

～「まちみがき戦略推進プラン」を推し進めるための新たな行革の取組～ 

（平成 24～26 年度） 

 

 

平成 24 年２月 

静 岡 市 

〒420-8602 静岡市葵区追手町５番１号 

静岡市経営管理局 行政管理部 行政管理課 
 


